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活動量によち， 115 kcal来溺 (LY1.洋)， 115 .-250 k c a ] 
(MY若手入 250kcal以上 (IIY若手) とサプグループイヒした.
MY群は， お19!\ 分泌j選投が{むの2許ーよりも宥:怠 l.，:'~品絡をぶ
した (p く0.05).後期治j鈴者では， 85 kcal米績は，0群)，
85-155 kcal (MO {洋)， 155 kcal 以上 (HO群)とした.
MO訴の SIgA分泌i事!支は. 1.0群と比べ/有意に高絡を示
した (p く0.05). エネルギ、一摂取量について，治共H高齢
者では1JY訴がしY群と MY若手にj:七べ右'笠;こ高会員を示し，
後期i高齢:詫では MO群およびHO若手がLOH宇によとベノ有窓に












られた‘また，熊滞J~iき;者では 115-250 kcal (本対象者
では5.000-10 ， 000訟に相浅入後期尚総高・ではお ~-155
kcal (4.000-7.000歩に相当)の身体活動畿の群において
高い SlgAレベルが認められた，
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